
令和６年度　仕様書

工事名称 旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事

工事場所 川越市大字鴨田1416

  工事の大要
    旧鴨田第三自警消防隊の器具置場及び火の見櫓の解体を行うものである。
    器具置場：木造平屋建て  延床面積：６．０㎡  
    火の見櫓：鉄骨造  ４脚  ×  １３．０ｍ（高さ）
    ・解体工事  一式



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

建築工事        

1   
式

電気設備工事    

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   
式

  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  

1   
式

計

工事価格        

1   
式

消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％

式

工事費          

1   
式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

建築工事        

1   
式

電気設備工事    

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 3

器具置場

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

土工            

1   
式

解体            

1   
式

発生材処理      

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 4

火の見櫓

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

土工            

1   
式

解体            

1   
式

発生材処理      

1   
式

計



電気設備工事　科目別内訳 5

電気設備

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電気設備撤去工事

1   
式

計



工事名称

旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事
図面番号

0 1

特記仕様書
図面名称

縮尺 日付

R6 . 8
川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課

m em o

・ 図面上の縮尺は、 発注図の大き さ を日本産業規格A 3 版と し た縮尺と する 。

Ü

旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事

2 .工事場所

1 .工事名称

＜工事概要＞

＜建築改修工事仕様　 特記仕様等＞
Ⅰ.共通仕様

3 .工事概要

7 ） 施工体制台帳

　 ・ 施工体系図

・ 施工体制台帳及び施工体系図は、 建設業法及び公共工事の入札と 契約の適正化の促進に関する 法律に基

　 づき 作成する こ と 。 ま た、 写し を提出する こ と 。

・ 現場発生材は、 受注者の責任において全て場外搬出と し 、 関係法令に従い適切に処理する こ と 。

　 の対策を 講じ る こ と 。

6 ） 環境保全等

・ 最終処分終了後は、 監督員に産業廃棄物管理票（ マニフ ェ ス ト ） を 提示する こ と 。 （ 電子マニュ

　 （ 写） 等を 添付し た廃材処分計画書を作成し 、 提出する こ と 。

・ 工事着手前に、 収集運搬業許可証（ 写） 、 処分業許可証（ 写） 、 収集・ 運搬・ 処理委託契約書

　 フ ェ ス ト は除く 。 ま た、 工期内に処理先の事情等によ り 提示でき ない場合は、 届き 次第提示の

・ 工事中に使用する 範囲は必要に応じ て養生を 行う こ と 。 使用し た範囲は清掃を 行い現況復旧のこ と 。

・ 工事中は事故の無いよ う に十分留意し 、 災害防止には万全の策を 講じ る こ と 。1 0 ） その他

・ 工事名及び工事内容を記し た工事看板（ 内容及び設置場所について監督員と 協議し たも の） を 設置する

1 ） 優先順位 ・ 設計図書間に相違がある 場合の適用の優先順位は、 原則と し て次の（ ⅰ） から （ ⅲ） ま での順

・ 種類： 建設工事保険等　 　 　 期間： 工事完成期日後１ ４ 日を含む期間2 ） 火災保険等

・ 受注者は法定外の労災保険に付さ なければなら ない。

3 ） 疑義等 ・ 設計図書の相違、 誤びゅ う 又は明記なき 場合等疑義が生じ たと き は、 監督員と 協議し 指示を受

　 ける こ と 。 ま た、 現場の納ま り 、 取り 合い等の関係で寸法、 位置。 材料の仕様又は工法等にお

4 ） 工事写真

　 完成後の状況を 、 必要事項を 記入し た黒板、 ス ケール等を あてて撮影のこ と 。 写真はE版程度と

　 し 、 Ａ ４ フ ァ イ ルに整理し １ 部提出のこ と 。

Ⅱ.特記仕様

１ .一般共通事項

5 ） 発生材処理

・ 建設副産物情報交換シス テム「 COB R IS 」 によ り 、 登録を 行う こ と 。 ま た、 再生資源利用（ 促

　 ま た、 工事によ る 汚損箇所については修復する こ と 。

・ 建設機械は、 原則と し て排出ガス 対策型、 低騒音型、 低振動型を使用する こ と 。

9 ） 諸手続き ・ 前面道路を使用し て工事を行う 場合は、 適切な許可を得て行う も のと し 、 それに係る 費用を 含め全て本

・ 解体工事の施工にあたり 、 関係法令等を 遵守する こ と 。

・ 特別管理産業廃棄物がある 場合は、 監督員に報告する こ と 。

川越市大字鴨田1 4 1 6

旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事

本工事は、 旧鴨田第三自警消防隊の器具置場及び火の見櫓の解体を 行う も のである 。

【 火の見櫓】 建築年不明　 鉄骨４ 脚　 高さ ： 1 3 .0 m

【 器具置場】 建築年不明　 木造平屋建て　 延床面積： 6 .0 ㎡ 

・ 本特記仕様書及び図面に記載さ れていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 建築物解体工事共通仕様書　

　 令和４ 年版」 、 「 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 令和４ 年版」 によ る 。

　 （ ⅰ） 質問回答書、 （ ⅱ） 特記仕様書（ 図面内の特記事項を含む） 、 （ ⅲ） 設計図

　 番のと おり と する 。

　 いて軽微な変更が必要なと き も 、 監督員と 協議し 指示を受ける こ と 。

・ 工事写真は、 施工前・ 施工中の各工程毎に重要な箇所、 施工後では確認困難と なる 箇所、 及び

　 こ と 。 ）   

　 進） 計画書等を 提出する こ と 。

・ 工事の施工にあたり 、 騒音、 振動、 ほこ り の発生、 土壌汚染、 排水汚染など が無いよ う 、 万全

　 工事に含む。

　 こ と 。

2 .仮設 ・ 仮囲いは、 配置図において図示し た通り に、 ガード フ ェ ンス （ H=1 ,8 0 0 飛散・ 仮囲い等

・ 外部足場等

・ 電気・ 水道： 既存施設の利用　 でき ない・ 工事用電力・ 水道

・ 器具置場は、 解体養生と し て、 単管一本足場（ 養生シート 防炎Ⅰ類） 程度を

・ 施工期間中は常時配置する 。・ 交通誘導員

・ その他 ・ 関係機関と の協議については受注者負担と する 。

3 .解体工事 ・ 工事範囲 ・ 器具置場： 延べ床面積　 6 .0 ㎡　 基礎、 地業共（ 犬走含む）

・ 火の見櫓： 鉄骨4 脚　 1 3 .0 ｍ　 基礎、 地業共

・ 分別解体

・ 解体工事は、 原則手作業及び機械併用にて行う も のと し 、 受注者は分別解体

〔 標準的な作業手順〕

①建築設備の取り 外し

②外装材、 構造耐力上主要な部分の取り 壊し

③基礎の取り 壊し

　 防止養生共） 程度を 設置する こ と 。

　 に努める こ と 。

・ 有価物については、 処分先の受領を 証明する 書類を提出する こ と 。

8 ） 施工計画書の

　   記載事項

　 ①工事着手の時期及び工程

　 ②分別解体等の計画（ 分別解体作業場所・ 搬出経路・ 解体方法）

　 ③使用する 重機及び車両

　 ④その他

・ 解体工事　 一式

　 設置する こ と 。

・ 工事影響範囲内（ 建物内外部） の設備、 配管、 配線等機器の撤去は受注者の

　 負担にて行う こ と 。

・ 場内整理

・ 留意事項

・ 解体後の整地

・ 近隣に対する 周知

・ 解体によ り 発生し た廃棄物は、 敷地内で焼却又は埋め立ててはなら ない。

・ 粉じ ん飛散等によ り 周辺環境に影響を 及ぼさ ないよ う 適宜散水や粉じ ん発生

　 源を 覆う 等、 環境対策に万全を 期すこ と 。

・ 整地高さ は現況GLと し 、 埋戻し （ 客土） を 施し たのち、 締固めを行う こ と 。

・ 工事に先立ち、 監督員と 工程、 作業方法等を打合せのう え、 近隣住民に周知

　 する 。

・ 本建物は民地内にある 。 工事中は住民等の安全、 通行に十分留意する こ と 。

・ 現場作業は近隣において農作業のない時期（ 1 ０ 月中旬～） に行う こ と 。

　 （ ⅳ） 標準仕様書



工事名称

旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事
図面番号

0 2

図面名称

縮尺 日付

R6 . 8
川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課

m em o

・ 図面上の縮尺は、 発注図の大き さ を日本産業規格A 3 版と し た縮尺と する 。

配置図　 1 /1 5 0

案内図

…　 解体建物

配置図　 1 /1 5 0

火の見櫓 詳細図

立面図　 1 /1 0 0平面図　 1 /1 0 0

案内図・ 配置図・ 火の見櫓詳細図

※工事範囲内の電線（ 引込線含む）  撤去

1 /1 0 0
1 /1 5 0

火の見櫓 詳細図火の見櫓 詳細図



工事名称

旧鴨田第三自警消防隊器具置場等解体工事
図面番号

0 3

器具庫詳細図
図面名称

縮尺 日付

R6 . 8
川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課

m em o

・ 図面上の縮尺は、 発注図の大き さ を 日本産業規格A 3 版と し た縮尺と する 。

1 /5 0

木造小屋組　 野地板の上、 瓦棒葺き

既存仕上表

 壁

屋根

基礎 砕石の上、 土間ｺﾝｸﾘ ﾄー

木製柱(1 0 0 ×1 0 0 )

出入口 木下地の上、 鋼板張り

犬走 砕石の上、 ｺﾝｸﾘ ﾄー

板張り （ 押縁縦張り ） 、 一部 木下地の上、 鋼板張り

凡例

配線　 V V F2 .0 -2 C

電源

ス イ ッ チ

コ ンセント

照明器具

器具庫　 詳細図

木下地の上、 鋼板張り

西立面図　 1 /5 0 南立面図　 1 /5 0 東立面図　 1 /5 0 北立面図　 1 /5 0

平面図　 1 /5 0 小屋伏図　 1 /5 0

A -A '断面図　 1 /5 0

配線　 V V F2 .0 -2 C


